
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
２月７日（火）に、テレビ等で活躍しておられる RCC

アナウンサーの田村友里さんを講師としてお迎えし、佐

伯中学校の生徒に向けて「夢や目標に向かって挑戦」

をテーマに講演をしていただきました。 

「奇跡を待つより、捨て身の努力」の言葉が出た時は、

生徒の皆さんの心に刺さった言葉だったのでしょう、自

然と拍手が湧きました。この言葉の意味は、田村さんが

大学受験や就職活動に向けての努力した話を聴いてよ

く分かりました。特に就職に向けての努力は半端ではなかったですね。エントリーシートを全国５４

社の放送局に送ったり、書類選考を勝ち抜くためにご自身の写真を工夫したり、面接でちゃんと答

えられるように２００パターンの想定問題を自分で作って練習したり・・・「努力」という言葉はよく

聞きますが、夢を叶えるためには並大抵のことではないということでしたね。 

田村さんの恩師の言葉  早口言葉に挑戦 田村さんへ質問 

また、アナウンサーの一日を紹介してくださいました。朝早い日もあれば、昼からの勤務で深夜

になる日もあり、テレビに映っている時間の何倍もの準備や反省があることも分かりました。とても

大変なお仕事だということが伝わってきましたが、田村さんはそのことを苦しいことではなく、楽し

そうに話しておられました。その姿を見ていると、きっとこの仕事に誇りをもって、やりがいを感じて

おられるのだなと感じました。 

それから、アナウンサーの基本練習の一つである早口言葉に皆さんで挑戦しました。口々に練

習している姿が微笑ましかったです。「日本」の読み方も「にほん」と「にっぽん」があり、会社の固

有の読み方だから、読み間違えは絶対ダメだということもおっしゃっていましたね。 
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学校教育目標：「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」  
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平成三０年 

四月二７日（金） 夢や目標に挑戦する 



講演の最後に、生徒の皆さんからの質問を受け付けましたが、

次々と手が挙がって、予定時間を大幅に延長しました。「１００万

円を１日で使うとしたら何に使う？」「願い事がひとつ叶うなら

何？」「素敵な笑顔の作り方教えてください！」「休日はどんなふ

うに過ごしていますか？」「佐伯中学校の生徒の印象は？」など

たくさん出ました。想定していない質問もあったはずですが、悩み

ながらも丁寧に答えてくださいました。田村さんの優しさを感じま

したね。                                                  

講演会の後に、校長室で田村さんと話をする中で「佐伯中学校の生徒さんは、みんな積極的に

手を挙げてくれるとっても明るい子たちですね。」と褒めてくださいました。「また会える日を楽しみ

にしてます。」とのことでしたので、街で見かけたら、声をかけてみるといいかもしれません。そして

せっかく知り合ったのだから、テレビを見て田村さんをしっかりと応援してください。 

サインを希望する生徒がたくさんいましたが、一人ずつ書く時間もなかったので、田村さんに許

可を得て、色紙にサインを書いていただき、全員分を印刷して配らせてもらうことにしました。 

田村さんのメッセージが、生徒の皆さんの心に届きましたか。熱いエールを受けて、皆さんには

改めて「夢や目標に向かって挑戦してほしい」と思います。 

感謝の言葉と花束贈呈 

田村さんと記念写真（２年１組） 田村さんと記念写真（２年２組） 

田村さんと記念写真（３年２組） 田村さんと記念写真（３年１組） 

田村さんと記念写真（１年１組） 田村さんと記念写真（１年２組） 


